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項
目 

経営 
目標 

本年度の 
重点 

具体的な方策 
評
価 

分析結果 改善策 

学校関係者 
評価記入欄 

学校の見
解と今後
の方向性 

評
価 

コメント 

豊
か
な
心
の
育
成 

自
他
と
も
に
尊
重
す
る
「
仲
良
く
助
け
合
う
子
」

を
育
成
す
る
。 人権教育・

心の教育の
推進による
自己肯定感
の向上 

異年齢集団（たてわり班）によ

る清掃や集会、学校行事などの

活動を通して、思いやりや尽く

す心の育成を図る。 

A 

異学年同士の

交流が互いの

成長を促進し

ている。 

感染対策を講

じ、できる活動

を今後も継続

していく。 

A 

異年齢での

活動が良い

経験になっ

ている。 

継続する

新たな活

動を模索 

あいさつ運動やいじめゼロ運動

など、挨拶や言葉の力を実感で

きる取組の充実を図る。 

B 

児童会が中心

となり、呼びか

けを積極的に

行えている。 

PTA やＣS 委員

にも呼びかけ、

地域全体での

活動に広げる。 

A 

元気にあい

さつができ

ている。習

慣づけを。 

あいさつ

運動を地

域全体に

広げる。 

お互いを認め合い、自由なコミ

ュニケーションができる、心理

的安全性が保たれた学級づくり

を推進する。 

B 

おおむね、円滑

なコミュニケ

ーションが図

れている。 

家庭や地域と

の連携を図り

ながら、個の伸

長を図る。 

A 

互いを思い

やる児童が

多い。家庭

と連携を。 

コミュニケ

ーションを

通じ、多様

性を図る 

確
か
な
学
力
の
向
上 

楽
し
く
自
ら
「
進
ん
で
学
習
す
る
子
」
を
育
成
す

る
。 

学習意欲の
向上（主体
的な学び）
と学びの個
別最適化・
協働化 

問題解決的な学習を重視し、め

あて・振り返りのある授業を通

じて学習意欲の喚起を図る。 

B 

意欲をもって

学習に臨める

ように取り組

んでいる。 

めあて、振り返

りを意識した

授業を継続し

ていく。 

B 

少人数だか

らこそでき

ることに期

待する。 

校内研究

を軸に、

学力向上

を図る。 

互いに学び合い、対話のある授

業により、考える力・表す力の

育成を図る。 

B 

互いの発言を

認め合うなど、

学び合いの姿

勢が見られる。 

考えを発言で

きる児童を育

むような授業

改善を行う。 

A 

相手の話を

聞く、意見

を認めるこ

とが大切 

対話を大

切にした

授業の推

進 

言語活動や読書活動の充実を基盤

に、タブレット端末の日常的な活

用（教具から文具へ）を推進し、

学びの個別最適化・協働化を図る。 

B 

タブレット端

末を活用する

場面が増えて

きている。 

ICTサポーター

による研修を

行い、活用方法

を学ぶ。 

B 

タブレット

端末と読書

活動の両輪

の推進を 

タブレッ

ト端末の

さらなる

活用推進 

健
や
か
な
体
の
育
成 

安
心
安
全
な
環
境
の
中
で
「
丈
夫
な
体
を
も
つ
子
」

を
育
成
す
る
。 

健康・体力
づくりと命
を守る教育
の推進と特
別支援教育
等を含めた
多様性のあ
る教育環境
の推進 

体力アップカード、サーキット

トレーニング、マラソン・なわ

とび月間等による日常的な取組

により、体力維持と向上を図る。 

B 

マラソン月間

は効果的だっ

たが、他の期間

は課題である。 

異学年交流を

生かし、体力ア

ップカードの

活用の改善 

B 

学校でも家

庭でも、体

力作りの推

進を。 

年間を通

し、日常

的な体力

作り推進 

地域の実態を考慮した日常的な安

全指導・安全管理の徹底と、実践

的な避難訓練により、自分の命は

自分で守る意識の向上を図る。 

A 

外部と連携を

取りながら、年

間を通して、計

画的に行えた。 

Ｊアラート時

の対応を含め、

様々な場面を

想定して実施 

A 

繰り返し訓

練し、地域

との連携意

識の向上を 

学校で学

んだこと

を家庭で

も生かす 

スクールカウンセラーや教育相

談室の活用と、特別支援教育の

推進により、健康な心と身体の

育成を図る。 

A 

児童の様子を

細やかに見て

いただき、情報

共有している 

今後も外部資

源を活用し、個

に応じた支援

体制を構築 

A 

丁寧に児童

の様子を見

ていただい

ている 

取組に関

するＰR

を工夫す

る 

家
庭
や
地
域
と
の
連
携 

地
域
に
根
ざ
し
た
「
地
域
の
風
が
行
き
か
う
学

校
」
づ
く
り
を
推
進
す
る
。 

地域・保護
者との連携
と地域の環
境や人材を
活用した教
育活動の推
進 

地域人材や環境を活用した体験

活動（ヤマメ、ウサギ、蚕の飼

育体験や野菜、稲作等の栽培体

験）の充実を図る。 

A 

地域の方を講

師に招き、教育

活動を推進で

きた 

持続可能な活

動にしていく

ため、引継ぎを

きちんと行う 

A 

取組の継続

で地域に誇

りを持てる

児童育成を 

地 域 人

材、地域

環境の活

用を継続 

コミュニティスクールの円滑な

立ち上げと、地域と連携した創

立１５０周年記念事業を計画的

に推進する。 

B 

ＣＳの周知、目

指す方向性な

どの共有が図

れるとよい。 

ＣＳでは、地域

主導型に移行

できるものを

検討していく 

B 

CS に対する

意識向上や

方向性等の

明確化を 

CSへ移行で

きる活動を

明確にし、

増やす 

行事や授業の交流・共同学習を

通じて、第六中学校や成木小学

校、地域の保育園との連携を推

進する。 

B 

コロナ禍では

あるが、できる

範囲での交流

活動が行えた 

保育園や近隣

小学校との交

流学習を推進

していく 

B 

高齢者との

交 流 活 動

等、さらな

る充実を 

行事参観

を地域の

方にも開

いていく 

＊評価   A：達成した   B：ほぼ達成した   C：もう少し   D：達成できなかった 

＜学校経営方針の重点＞  １ 豊かな心の育成   ２ 確かな学力の育成    

３ 健やかな体の育成  ４ 家庭や地域との連携    

 


